
余
嘉
錫
『
古
書
通
例
』『
目
録
学
発
微
』
の
版
本
と
成
立
過
程

嘉

瀬

達

男

余
嘉
錫
（
一
八
八
四
｜
一
九
五
六
）
は
中
国
近
代
を
代
表
す
る
文
献
学
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
余
氏
が
生
前
に
公
刊
し
た
著
書
は
、

『
四
庫
提
要
弁
証
』
と
『
宋
江
三
十
六
人
考
実
』
の
二
書
に
と
ど
ま

１

っ
た
。
文
献
学
者
と
し
て
今
な
お
余
氏
の
評
価
を
高
め
続
け
て
い
る

『
古
書
通
例
』『
目
録
学
発
微
』
は
大
学
の
講
義
録
で
あ
り
、
初
め
て
公
刊
さ
れ
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
著
者
没
後
の
一
九
八
五
年
と
一
九
六

三
年
で
あ
る
。
両
書
は
公
刊
前
よ
り
講
義
録
の
ま
ま
重
ん
じ
ら
れ
、
多
く
の
学
者
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
翻
印
さ
れ
た
。
そ
し
て
公
刊
後
、

な
お
多
数
の
出
版
社
よ
り
版
を
改
め
刊
行
さ
れ
続
け
、
余
嘉
錫
文
献
学
の
神
髄
を
伝
え
る
名
著
と
さ
れ
て
い
る
。

講
義
録
で
あ
っ
た
『
古
書
通
例
』『
目
録
学
発
微
』
は
、
改
訂
さ
れ
た
数
種
類
の
版
が
印
行
さ
れ
て
お
り
、
今
は
い
く
つ
か
の
図
書
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
没
後
に
公
刊
さ
れ
た
版
は
、
余
氏
の
女
婿
が
晩
年
の
講
義
録
を
も
と
に
編
集
し
た
も
の
だ
が
、
な
お
多
く
の
問

題
を
残
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
古
書
通
例
』『
目
録
学
発
微
』
に
は
多
数
の
版
本
が
あ
る
も
の
の
、
著
者
に
よ
る
決
定
稿
は
存
在
し
な
い

上
、
調
査
し
て
み
る
と
い
ず
れ
の
版
本
に
も
問
題
が
あ
り
、
定
本
と
す
べ
き
テ
キ
ス
ト
を
定
め
が
た
い
の
で
あ
る
。

筆
者
は
か
つ
て
『
古
書
通
例
』
を
古
勝
隆
一
・
内
山
直
樹
両
氏
と
と
も
に
翻
訳
出
版
し
（
二
〇
〇
八
年
、
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
）、
現

在
『
目
録
学
発
微
』
の
翻
訳
出
版
作
業
を
両
氏
と
と
も
に
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
翻
訳
作
業
に
際
し
、
両
著
最
善
の
テ
キ
ス
ト
を
求

め
て
調
査
し
た
諸
版
本
に
つ
い
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
検
討
結
果
を
報
告
し
た
い
。
全
て
の
版
を
把
握
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
主

要
な
も
の
は
調
査
で
き
た
も
の
と
思
う
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
余
嘉
錫
文
献
学
成
立
の
一
過
程
を
探
っ
て
み
た
い
。
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ノ
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変
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っ
た
ら
、
空
送
り
が
変
わ
る
の
で
注
意
。

ケ
タ
が



一
、『
古
書
通
例
』
の
版
本
に
つ
い
て

ま
ず
、『
古
書
通
例
』の
版
本
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
余
氏
生
前
の
講
義
録
に
つ
い
て
筆
者
は
、
日
本
国
内
の
大
学
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
る
三
本
の
ほ
か
、
北
京
大
学
図
書
館
の
一
本
と
中
国
国
家
図
書
館
に
あ
る

２

四
本
を
調
査
し
た
。
ま
ず
こ
の
八
本
と
、
一
九
八
五
年

に
初
め
て
公
刊
さ
れ
た
上
海
古
籍
出
版
社
本
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
余
嘉
錫
古
籍
論
叢
本
の
書
誌
事
項
を
示
そ
う
。
な
お
『
古
書
通
例
』

は
、
上
海
古
籍
出
版
社
本
以
外
で
は
『
古
籍
校
讀
法
』
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
広
く
通
行
し
て
い
る
の
は
上
海
古
籍
出
版
社
本
と

そ
の
翻
印
本
で
あ
る
か
ら
、
小
論
で
総
称
す
る
時
は
『
古
書
通
例
』
と
呼
ぶ
。

【
立
命
館
大
学
本
】

古
籍
校
讀
法
三
巻
、（

）
古
歴
法
一
巻
、
余
嘉
錫
撰
、（
歴
）
近
人
范
文
瀾
撰

民
国
刊
、
活
版
、
一
冊
、
二
七
×
十
五
セ
ン
チ
、
三
八
字
×
十
二
行
（
注
小
字
双
行
）、
七
十
葉
、（
歴
）
三
八
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
中
國
大
學
講
義
」「
古
籍
校
讀
法
」「
古
歴
法
」

封
面
墨
書
、「
中
大
未
竟
講
義
、
峻

題
、
古
籍
校
讀
法
、
古
歴
法
」。
近
人
峻

・
平
中
苓
次
自
筆
書
入
本

【
関
西
大
学
本
】
後
期
本
系
統

古
籍
校
讀
法
四
巻
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
北
京
大
学
出
版
部
、
一
冊
、
二
七
セ
ン
チ
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
七
一
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
古
籍
校
讀
法
」「
北
京
大
学
／
出
版
部
印
」

書
扉
木
筆
署
名
「
袁
守
和
」。
長
沢
規
矩
也
旧
蔵
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【
大
東
文
化
大
学
本
】

古
籍
校
讀
法
四
巻
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
北
京
大
学
、
一
冊
、
二
六
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
七
一
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
古
籍
校
讀
法
」「
北
京
大
學
」

封
面
墨
書
「
古
籍
校
讀
法
」「
余
嘉
錫
」。
蔵
印
「
寒
泉
書
屋
」。
麓
保
孝
（
寒
泉
）
旧
蔵

【
北
京
大
学
本
】
後
期
本
系
統

古
籍
校
讀
法
四
巻
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
北
京
大
学
、
一
冊
、
目
録
學
発
微
と
合

、
二
六
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、（
版
心
）

七
一
葉
（
前
五
葉
を
欠
く
）、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
古
籍
校
讀
法
」「
北
京
大
学
出
版
部
」

封
面
墨
書
「
古
籍
校
讀
法
」、
封
面
印
「
燕
京
大
學
圖
書
館
藏
印
」、
巻
頭
印
「
燕
京
大
學
圖
書
館
珍
藏
」

【
国
家
図
書
館
本
一
】
後
期
本
系
統
（
図
二
）

古
籍
校
讀
法
四
巻
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
北
平
・
輔
仁
大
學
（
大
北
印
書
局
）、
一
冊
、
二
三
×
十
五
セ
ン
チ
、
三
二
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
八
三
葉
、

線
装

版
心
、
線
黒
口
無
魚
尾
、「
古
籍
校
讀
法
」「
輔
仁
大
學
」「
大
北
印
書
局
代
印
」

墨
筆
眉
批
（
欧
近

P
aul S

iao

）、
巻
首
署
名
「
欧
近

P
aul S

iao 1st O
ctober 31

」
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【
国
家
図
書
館
本
二
】
後
期
本
系
統

古
籍
校
讀
法
四
巻
、（

）〔
漢
書
〕
藝
文
志
一
巻
、
東
安
日
程
一
巻
、〔
余
嘉
錫
〕
撰
、（

）
漢
・
班
固
、
清
・

晉

民
国
刊
、
活
版
、
一
冊
、
二
六
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、（
藝
）
十
四
葉
、（
東
）
十
六
葉
、（
古
）
六
八

葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、（
藝
）「
目
録
學
講
義
」「
本
科
」「
中
法
大
學
服
爾
德
學
院
」、（
東
）「
目
録
學
」「
中
法
大
學
服
爾
德
學
院
」、（
古
）

「
校

学
講
義
」「
中
法
大
學
服
爾
德
學
院
」

木
筆
書
入

【
国
家
図
書
館
本
三
】
後
期
本
系
統

古
籍
校
讀
法
四
巻
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
北
平
・
輔
仁
大
學
（
大
北
印
書
局
）、
一
冊
、
二
三
×
十
五
セ
ン
チ
、
三
二
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
八
三
葉
、

線
装

版
心
、
線
黒
口
無
魚
尾
、「
古
籍
校
讀
法
」「
輔
仁
大
學
」「
大
北
印
書
局
代
印
」

印
「
陳
垣
同
志
遺
書
」。
陳
垣
旧
蔵

【
国
家
図
書
館
本
四
】（
図
一
）

古
籍
校
讀
法
四
巻
、（

）
弁
服
名
物
（
三
禮
名
物
之
一
）
一
巻
、
余
嘉
錫
撰
、（
弁
）
近
人
呉
承
仕
撰

民
国
刊
、
活
版
、
北
京
大
学
出
版
部
、
一
冊
、
二
七
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行（
注
小
字
単
行
／
双
行
）、
目
録
八
葉
、
提
要

二
葉
、（
弁
）
本
文
四
六
葉
、（
古
）
七
一
葉
、
線
装
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版
心
、
単
黒
魚
尾
、（
弁
）「
三
禮
名
物
」「
弁
服
名
物
」「
北
京
大
學
／
出
版
部
印
」、（
古
）「
古
籍
校
讀
法
」「
北
京
大
學
」

印
「
佩
韋
藏
書
」

【
上
海
古
籍
出
版
社
本
】

古
書
通
例
四
巻
、
余
嘉
錫
撰

一
九
八
五
年
七
月
刊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
冊
、
Ａ
五
判
、
一
三
〇
頁

周
祖
謨
前
言
「
現
在
根
拠
一
九
四
〇
年
排
印
本
整
理
、
分
別
段
落
、
重
加
校
訂
・
標
点
、
以
供
研
究
和
整
理
古
籍
者
参
考
。」

【
余
嘉
錫
古
籍
論
叢
本
】

余
嘉
錫
古
籍
論
叢
（
文
津
文
庫
之
一
）

古
籍
校
讀
法
四
巻
、
書

制
度
補
考
、
古
籍
序
跋
、〞
讀
已
見
書
齋
〝
随
筆
、
余
嘉
錫
撰

二
〇
一
〇
年
十
月
刊
、
北
京
・
国
家
図
書
館
出
版
社
、
一
冊
、
Ａ
五
判
、
一
七
五
頁

出
版
説
明
「
本
書
所
收
《
古
籍
校
讀
法
》
據
國
家
圖
書
館
藏
民
國
年
間
北
平
輔
仁
大
學
鉛
印
本
重
排
」

講
義
録
は
、
刊
記
の
類
が
一
切
示
さ
れ
て
い
な
い
。
当
時
の
他
の
講
義
録
の
多
く
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
学
内
外
の
印
刷
所

で
排
印
刊
行
さ
れ
、
学
内
で
の
流
通
を
目
的
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
講
義
を
行
な
っ
た
大
学
名
が
版
心
に
印
刷
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
版
本
の
系
統
を
あ
る
程
度
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
学
名
を
挙
げ
て
み
る
と
、「
北
京
大
学
」（
関
西
大
学
本
、

大
東
文
化
大
学
本
、
北
京
大
学
本
、
国
図
本
四
）、「
輔
仁
大
学
」（
国
図
本
一
・
国
図
本
三
）、「
中
国
大
学
」（
立
命
館
大
学
本
）、「
中

法
学
院
服
爾
徳
学
院
」（
国
図
本
二
）
が
あ
る
。
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こ
の
う
ち
版
心
に
「
北
京
大
学
」
と
あ
る
関
大
本
と
北
京
大
本
を
調
査
し
て
み
る
と
、
両
本
に
差
異
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
の
で
、

同
一
の
版
本
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
関
西
大
学
と
北
京
大
学
に
は
『
目
録
学
発
微
』
も
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
版
心
に
「
北

京
大
学
」と
印
さ
れ
差
異
の
な
い
同
版
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
両
校
に
は
同
時
期
の
版
が
二
冊
一
組
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ほ
か
に
「
輔
仁
大
学
」
の
名
の
あ
る
国
図
本
一
と
国
図
本
三
に
も
違
い
は
な
く
、
同
一
版
本
で
あ
る
。

こ
れ
ら
国
図
本
一
・
国
図
本
三
と
関
大
本
・
北
京
大
本
を
比
較
す
る
と
、
文
字
に
多
少
の
異
同
が
あ
り
、
版
式
も
異
な
る
も
の
の
、

文
章
や
内
容
に
大
き
な
差
異
は
な
く
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
印
行
さ
れ
た
系
統
の
近
い
版
本
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
版
心
に
「
中
法
学

院
服
爾
徳
学
院
」
と
あ
る
国
図
本
二
も
、
上
記
四
本
と
の
違
い
は
小
異
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
印
行
さ
れ

た
系
統
の
似
た
版
本
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
立
命
館
本
と
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
（
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
は
同
版
。
図
一
）
は
、
上
記
五
本
（
以
後
、
後
期

本
系
統
と
呼
ぶ
）
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
点
が
い
く
つ
か
見
出
せ
る
。
ま
ず
、
巻
一
冒
頭
に
置
か
れ
た
書
名
・
著
者
名
の
後
、
巻
一
の

〔『
古
書
通
例
』
版
本
系
統
表
（
括
弧
内
は
版
心
）〕

【
後
期
本
系
統
】

国
図
本
二
（
中
法
学
院
）

国
図
本
一＝

国
図
本
三
（
輔
仁
大
）

『
余
嘉
錫
古
籍
論
叢
』
国
家
図
書
館
出
版
社

『
古
書
通
例
』

上
海
古
籍
出
版
社

大
東
文
化
大
本＝

国
図
本
四
（
北
京
大
）
関
大
本＝

北
京
大
本
（
北
京
大
）

立
命
館
本
（
中
国
大
）
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篇
題
「
案
著
録
第
一
」
の
下
に
小
字
で
「
凡
三
篇
」
と
印
字
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
三
本
以
外
の
『
古
籍
校
読
法
』
は
、
全
て

「
凡
四
篇
」
と
印
し
て
お
り
、
実
際
に
四
篇
あ
る
。
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
も
四
篇
あ
る
が
、
立
命
館
本
の
み
巻
三
の
第
七
一
葉
以

下
を
欠
失
し
た
三
篇
本
で
あ
る
。文
章
が
第
七
十
葉
で
途
切
れ
る
欠
落
本
で
あ
る
か
ら
速
断
は
で
き
な
い
も
の
の
、当
初
三
篇
本
で
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の
点
を
少
し
く
探
っ
て
み
よ
う
。

立
命
館
本
が
他
の
四
篇
本
よ
り
不
足
し
て
い
る
の
は
、
巻
三
の
二
葉
分
と
巻
四
の
六
葉
分
で
あ
る
が
、
立
命
館
本
の
巻
三
に
は
一
葉

分
の
重
複
が
あ
る
。
巻
三
の
丁
合
の
際
、
誤
っ
て
一
葉
が
重
複
し
た
た
め
に
、
巻
三
の
末
尾
二
葉
の
欠
落
を
招
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
し
て
立
命
館
本
は
、『
古
籍
校
読
法
』
の
後
ろ
に
范
文
瀾
『
古
歴
法
』
を
合
わ
せ
て
綴
じ
込
ん
だ
一
冊
本
で
あ
る
。
製
本
の
状
態
は
相

応
の
経
年
を
感
じ
さ
せ
る
か
ら
、
最
近
の
製
本
で
は
な
か
ろ
う
。
と
は
い
え
本
の
保
存
状
態
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
巻
三
の
二

葉
と
巻
四
の
六
葉
全
て
が
破
損
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

既
に
数
本
を
比
較
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、『
古
書
通
例
』
は
著
者
に

よ
っ
て
修
訂
が
何
度
も
重
ね
続
け
ら
れ
た
本
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の

一
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
未
完
の
書
で
あ
る（
後
述
）。
第
四
篇
の
内
容

が
他
の
三
篇
に
比
べ
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
と
極
端
に
短
い
こ
と
か

ら
見
て
も
、
第
四
篇
は
最
後
に
増
補
さ
れ
た
一
篇
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
立
命
館
本
・
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
に
印
さ
れ

た
「
凡
三
篇
」
は
単
な
る
誤
植
で
は
な
く
、
第
四
篇
を
も
た
な
い
三
篇

本
が
存
在
し
た
こ
と
を
疑
い
た
く
な
る
の
で
あ
る
。

話
を
戻
し
、
後
期
本
系
統
と
立
命
館
本
・
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本

四
の
比
較
を
続
け
た
い
。
ほ
か
に
後
期
本
系
統
と
明
確
な
違
い
と
し
て

（
図
一
）『
古
籍
校
読
法
』
国
図
本
四
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指
摘
で
き
る
の
が
、
立
命
館
本
・
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
の
み
緒
論
に
資
料
と
し
て
『
法
言
』
吾
子
篇
の
文
を
二
条
引
用
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
余
嘉
錫
が
『
目
録
学
発
微
』
の
講
義
録
を
改
訂
し
た
際
に
は
引
用
資
料
を
増
補
す
る
こ
と
が
多
く
、

除
す
る
こ
と
は

稀
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
緒
論
を
繰
り
返
し
読
み
、
こ
の
『
法
言
』
の
引
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
増
補
で
は
な
く
、
立
命
館
本
・

大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
に
あ
っ
た
資
料
を
後
期
本
系
統
が
冗
漫
を
厭
っ
て

除
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
一
九
四
〇
年

の
排
印
本
に
拠
っ
た
と
い
う
上
海
古
籍
本
は
、
後
期
本
系
統
よ
り
更
に
引
用
資
料
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
（
後
述
）。

後
期
本
系
統
と
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
の
違
い
を
も
う
一
点
指
摘
し
た
い
。
そ
れ
は
巻
末
の
一
文
に
あ
る
。
立
命
館
本
は
こ
の

部
分
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
比
較
で
き
な
い
が
、
後
期
本
系
統
で
は
「
其
説
甚
繁
、
別
詳
於
後
。
與
此
可
以
互
考
也
（
そ
の
説
は
繁
雑

に
な
る
の
で
、
ま
た
後
に
詳
述
す
る
。
こ
の
部
分
と
と
も
に
参
照
し
て
ほ
し
い
）」
と
す
る
の
に
対
し
、
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
は

「
其
説
甚
繁
、
別
具
於
後
、
與
此
參

而
互
考
之
可
也（
そ
の
説
は
繁
雑
に
な
る
の
で
、
ま
た
後
に
述
べ
る
。
こ
の
部
分
と
参
照
し
て
ほ

し
い
）」に
作
っ
て
い
る
。
意
味
内
容
に
変
わ
り
は
な
く
、
表
現
の
差
異
で
あ
る
が
、
元
と
な
る
原
稿
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
上
海
古
籍
本
は
「
其
説
甚
繁
、
當
別
詳
述
」
と
し
て
お
り
、
後
期
本
系
統
・
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
と
も
異

な
っ
て
い
る
。

以
上
に
述
べ
た
通
り
、
余
氏
生
前
の
講
義
録
の
版
本
は
、
大
き
く
後
期
本
系
統
、
立
命
館
本
、
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
に
分
け

ら
れ
、
立
命
館
本
と
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
の
版
も
近
い
版
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
後
期
本
系
統
は
本
文
・
版
式
と
も
比
較
的
整
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
立
命
館
本
と
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
は
行
数
が
不
揃
い
で
、
誤
字
脱
字
な
ど
混
乱
が
多
い
の
で
、
後
期
本
系

統
に
先
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
余
氏
没
後
に
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
版
本
は
二
系
統
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
一
九
八
五
年
に
上
海
古
籍
出
版
社
よ
り
刊
行
さ

れ
た
版
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
余
氏
の
女
婿
で
著
名
な
言
語
学
者
で
あ
る
周
祖
謨
が
、
一
九
四
〇
年
の
排
印
本
に
よ
っ
て
分
段
し
て
整

理
し
、
更
に
校
訂
と
標
点
を
加
え
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
に
よ
っ
て
『
古
籍
校
読
法
』
は
、
初
め
て
公
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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出
版
部
数
は
一
万
三
千
五
百
部
に
と
ど
ま
り
、
ま
も
な
く
絶
版
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
あ
ま
た
の
出
版
社
が
こ
の
本
に
基
づ
い
た
影
印

本
や
、
版
式
ま
で
改
め
た
翻
印
本
を
出
版
し
て
お
り
、
現
在
も
っ
と
も
流
布
し
て
い
る
版
で
あ
る
。
本
書
は
周
祖
謨
の
手
を
経
た
校
訂

本
で
あ
り
、
講
義
録
に
見
ら
れ
た
誤
植
や
脱
字
の
多
く
は
正
さ
れ
た
も
の
の
、
な
お
文
字
や
引
用
の
誤
り
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
後

期
本
系
統
、
立
命
館
本
、
大
東
文
化
大
本
、
国
図
本
四
の
い
ず
れ
と
も
版
は
異
な
る
ら
し
く
、
文
字
の
異
同
が
多
い
上
、
引
用
資
料
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
の
み
書
名
を
『
古
書
通
例
』
と
称
し
て
い
る
。

出
版
社
の
刊
行
し
た
も
う
一
種
類
の
版
本
は
、
二
〇
一
〇
年
に
北
京
の
国
家
図
書
館
出
版
社
が
出
し
た
版
で
あ
る
。
同
社
の
文
津
文

庫
に
収
め
ら
れ
、『
余
嘉
錫
古
籍
論
叢
』
と
題
さ
れ
た
一
冊
の
中
に
、
余
氏
の
「
書
冊
制
度
補
考
」「
古
籍
序
跋
」「〞
読
已
見
書
斎
〝
随

筆
」
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
版
は
、
同
書
の
出
版
説
明
に
国
家
図
書
館
所
蔵
の
輔
仁
大
学
排
印
本
に
拠
っ
た
と
あ
り
、
国

図
本
一
・
国
図
本
三
を
底
本
と
し
て
い
る
。
国
図
本
一
・
国
図
本
三
と
余
嘉
錫
古
籍
論
叢
本
を
比
較
す
る
と
文
字
の
異
同
は
見
当
た
ら

な
い
。
た
だ
し
上
海
古
籍
本
に
倣
い
、
分
巻
分
章
を
施
し
て
い
る
。

二
、『
古
籍
校
讀
法
』
の
書
き
入
れ
と
刊
行
時
期

以
上
、『
古
書
通
例
』
の
諸
版
本
を
比
較
検
討
し
た
が
、
講
義
録
で
あ
っ
た
『
古
籍
校
読
法
』
は
い
ず
れ
も
刊
年
を
定
め
が
た
く
、
た

だ
各
本
の
版
式
お
よ
び
内
容
の
異
同
か
ら
前
後
関
係
を
推
測
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
幸
い
な
こ
と
に
講
義
録
と
し
て
学
生
に

提
供
さ
れ
た
か
ら
、
現
存
す
る
『
古
籍
校
読
法
』
に
は
学
生
に
よ
る
書
き
込
み
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
中
で
も
国
図
本
一
（
図
二
）
の

書
き
込
み
は
興
味
深
く
、
刊
年
を
推
測
す
る
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
ま
ず
巻
首
の
欄
外
に
「
欧
近
／P

aul S
iao

／1st O
ctober

 
31

」
と
い
う
黒
イ
ン
ク
に
よ
る
署
名
が
あ
る
。「
欧
近

P
aul S

iao

」
は
所
有
者
の
名
前
で
あ
ろ
う
が
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
上
海

古
籍
本
の
周
氏
前
言
に
『
古
籍
校
読
法
』
は
一
九
三
〇
年
代
の
講
義
録
と
言
う
か
ら
、「1st O

ctober 31

」
は
一
九
三
一
年
十
月
一
日

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
巻
一
の
欄
上
や
本
文
に
は
日
付
ら
し
き
数
字
が
黒
イ
ン
ク
の
同
一
書
体
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
図
二
の
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下
に
そ
の
数
字
と
位
置
（
葉
数
と
表
裏
）
を
示
す
。

こ
れ
ら
の
数
字
が
講
義
日
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
十
月
九
日
よ
り
十
五
回
分
の
記
録
で
あ
る
。
同
じ
日
付
が
二
回
あ
る
の
は
も
し
か
す

る
と
、
一
日
に
二
回
講
義
を
行
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
暦
を
調
べ
て
み
る
と
、
火
曜
が
七
回
、
木
曜
が
七
回
、
十
月
九
日
だ
け
金
曜

で

３

あ
る
。
十
一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
十
六
日
の
日
付
は
見
え
な
い
。
一
九
三
一
年
と
言
え
ば
、
九
月
に
瀋
陽
で
満
州
事
変
が
勃
発
し
、

十
一
月
に
毛
沢
東
ら
に
よ
っ
て
共
産
党
の
政
府
が
江
西
省
に
樹
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
乱
の
時
期
に
北
京
で
開
か
れ
た
講
義
の

記
録
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
一
月
七
日
以
後
の
書
き
込
み
は
な
い
。

こ
の
書
き
込
み
か
ら
、
国
図
本
一
は
一
九
三
一
年
に
は
印
行
さ
れ
て
お
り
、
講
義
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
問
題
な
か
ろ
う
。

更
に
国
図
本
一
を
含
む
後
期
本
系
統
の
五
本
も
一
九
三
一
年
を
前
後
す
る
時
期
の
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
す
る
と
後
期
本
系

統
の
諸
本
は
、
上
海
古
籍
本
が
拠
っ
て
い
る
一
九
四
〇
年
排
印
本
よ
り
も
古
い
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
期
本
系
統
よ
り
混
乱
の
多

（
図
二
）『
古
籍
校
読
法
』
国
図
本
一

９/10（５葉）

20/10（９葉裏）

22/10（10葉）

27/10（11葉）

29/10（11葉、11葉裏)

３/11（11葉裏）

５/11（11葉裏）

10/11（12葉）

17/11（12葉裏）

19/11（13葉）

17/12（14葉）

22/12（15葉）

24/12（15葉裏、17葉）

29/12（18葉、18葉裏）

７/１（22葉）
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い
立
命
館
本
、
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
四
は
更
に
古
い
版
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、『
目
録
学
発
微
』
の
版
本
に
つ
い
て

『
古
書
通
例
』
に
つ
い
て
は
都
合
十
本
の
版
を
比
較
し
た
が
、『
目
録
学
発
微
』
は
更
に
版
の
種
類
が
多
い
。『
古
書
通
例
』
に
比
べ
、

講
義
を
開
い
た
回
数
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
余
嘉
錫
も
盛
ん
に
改
訂
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
著
者
生
前
の
講
義

録
と
し
て
印
行
さ
れ
た
版
と
、
没
後
に
女
婿
周
祖
謨
が
校
訂
を
加
え
、
中
華
書
局
と
巴
蜀
書
社
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
版
し
た
本
、
及
び
こ

の
中
華
書
局
本
の
影
印
本
や
翻
印
本
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
以
下
に
書
誌
事
項
を
記
す
。

【
東
京
大
学
本
一
】
北
平
師
範
大
学
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

民
国
、
排
印
、
一
冊
、
二
六
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
九
八
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
目
録
學
」「
國
立
北
平
師
範
大
學
」

印
「
東
方
文
化
学
院
圖
書
印
」。
墨
筆
書
入

【
東
京
大
学
本
二
】
北
京
大
学
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
余
嘉
錫
撰

民
国
、
北
京
大
学
出
版
部
排
印
、
二
冊
、
二
六
×
十
三
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
九
七
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
目
録
學
發
微
」「
北
京
大
学
／
出
版
部
」

倉
石
武
四
郎
旧
蔵
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【
関
西
大
学
本
】
北
京
大
学
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
北
京
大
学
出
版
部
、
一
冊
、
二
七
×
十
五
セ
ン
チ
、
九
四
葉
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
目
録
學
」「
北
京
大
學
」

書
扉
木
筆
「
袁
守
和
」。
長
沢
規
矩
也
旧
蔵

【
同
志
社
大
学
本
】
北
平
師
範
大
学
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
国
立
北
平
師
範
大
学
、
一
冊
、
九
八
葉
、
二
六
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
目
録
學
」「
國
立
北
平
師
範
大
學
」（
又
、「
北
平
國
立
師
範
大
學
」）

書
扉
墨
書
「
原

敏

文
保
堂
」

【
大
東
文
化
大
学
本
】
開
宗
明
義
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
一
冊
、
二
七
×
十
六
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
九
二
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
目
録
学
発
微
」

封
面
墨
書
「
古
籍
校
讀
法
」「
余
嘉
錫
」

蔵
印
「
寒
泉
書
屋
」。
麓
保
孝
（
寒
泉
）
旧
蔵
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【
国
家
図
書
館
本
一
】
北
平
師
範
大
学
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
一
冊
、
二
六
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
九
七
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
目
録
学
」「
國
立
北
平
師
範
大
學
」

封
面
墨
書
「
援

先
生
教
正
／
嘉
錫
謹
呈
／
目
録
學
發
微
」

【
国
家
図
書
館
本
二
】
開
宗
明
義
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
一
冊
、
二
三
×
十
七
セ
ン
チ
、
四
五
字
×
十
六
行
（
注
小
字
双
行
）、
一
三
六
頁
、
洋
装

印
「
長

鄭
氏

書
之
印
」。
鄭
振
鐸
旧
蔵

【
国
家
図
書
館
本
三
】
開
宗
明
義
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
一
冊
、
二
八
×
十
六
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
九
二
葉
、
線
装

版
心
、「
目
録
学
発
微
」

印
「

雲
林
」

【
国
家
図
書
館
本
四
】
開
宗
明
義
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
余
嘉
錫
撰
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民
国
刊
、
活
版
、
一
冊
、
二
七
×
十
五
セ
ン
チ
、
三
八
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
一
〇
三
葉
、
線
装

版
心
「
中
國
大
學
講
義
」「
目
録
學
發
微
」

【
国
家
図
書
館
本
五
】
北
京
大
学
本
系

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
一
冊
、
二
七
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行
（
注
小
字
双
行
）、
九
四
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
目
録
學
」「
北
京
大
學
」

封
面
墨
書
「
此
未
完
全
不
知
余
氏
當
日
曽
否
寫
成
以
無
／
別
本
始
購
存
之
／
甲
申
六
月
九
日
以
百
金
得
於
友
人
／
呉
氏
所
設
之
文
華
閣

友
荒
」

印
「
長

鄭
振
鐸
西
諦
藏
書
」「
長

鄭
氏

書
之
印
」。
鄭
振
鐸
旧
蔵

【
国
家
図
書
館
本
六
】
古
本
（
図
三
）

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
民
国
大
学
印
刷
部
、
一
冊
、
二
六
×
十
六
セ
ン
チ
、
三
五
字
×
十
三
行
（
注
単
行
）、
九
六
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
目
録
學
」「
民
國
大
學
講
義
」「
本
校
印
刷
部
印
」、
各
葉
枠
外
右
下
「
余
嘉
錫
」

版
心
葉
数
「
三
十
五
、
三
十
六
、
三
十
七
、
三
十
八
、
三
十
九
」
を
「
五
十
五
、
五
十
六
、
五
十
六
（
重
出
）、
五
十
七
、
五
十
八
、
五

十
九
」
に
、「
七
十
、
七
十
一
」
を
「
三
十
、
三
十
一
」
に
誤
る
。

第
四
六
、
四
七
、
四
八
、
四
九
葉
重
出
。
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【
北
京
大
学
本
】
北
京
大
学
本
系

目
録
學
發
微
不
分
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
北
京
大
学
、
一
冊
、
古
籍
校
讀
法
と
合

、
二
六
×
十
五
セ
ン
チ
、
四
十
字
×
十
三
行（
注
単
行
）、
九
四
葉
、
線
装

版
心
、
単
黒
魚
尾
、「
目
録
学
」「
北
京
大
学
」「
古
籍
校
讀
法
」「
北
京
大
学
／
出
版
部
印
」

封
面
墨
書
「
目
録
学

余
嘉
錫
」

印
「
燕
京
大
學
圖
書
館
藏
印
」「
燕
京
大
學
圖
書
館
珍
藏
」

【
工
農
本
】
開
宗
明
義
本
系
（
図
四
）

目
録
学
発
微
不
分
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

民
国
刊
、
活
版
、
一
冊
、
二
三
×
十
七
セ
ン
チ
、
四
五
字
×
十
六
行
（
注
小
字
双
行
）、
一
三
六
頁
、
洋
装

印
「
北
京
大
学
附
設
工
農
速
成
中
學
圖
書
室
」。
家
蔵

【
中
華
書
局
本
】

目
録
学
発
微
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰

一
九
六
三
年
三
月
、
北
京
・
中
華
書
局
刊
、
一
冊
、
Ａ
五
判
、
一
五
四
頁

周
祖
謨
前
言
「
現
在
根
拠
著
者
晩
年
増
訂
校
正
標
点
、
特
為
印
出
。」

【
巴
蜀
書
社
本
】

目
録
学
発
微
四
巻
、
付
図
、
余
嘉
錫
撰
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一
九
九
一
年
五
月
、
成
都
・
巴
蜀
書
社
刊
、
一
冊
、
Ａ
五
判
、
一
五
三
頁

周
祖
謨
前
言
「
取
作
者
手
校
批
注
本
与
一
九
六
三
年
印
本
対
勘
、
印
本
中
有
脱
字
処
和
注
解
不
完
備
処
都
得
拠
手
校
批
注
本
加
以
刊
正

増
補
。」四

、『
目
録
学
発
微
』
講
義
録

ま
ず
、
著
者
生
前
に
講
義
録
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
版
を
整
理
し
て
み
る
。
講
義
録
で
筆
者
が
目

し
え
た
の
は
十
三
本
で
あ
る
。

ま
ず
日
本
国
内
で
は
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
蔵
本
を
二
本
、
ほ
か
に
関
西
大
学
、
同
志
社
大
学
、
大
東
文
化
大
学
の
蔵
本
を
調

査
で
き
た
。
中
国
で
は
北
京
大
学
図
書
館
の
蔵
本
を
一
本
、
国
家
図
書
館
古
籍
館
の
蔵
本
を
六
本
調
査
し
た
。
更
に
中
国
の
古
書
店
よ

り
筆
者
が
購
入
し
た
一
本
（
工

４

農
本
）
を
加
え
、
都
合
十
三
本
で
あ
る
。

〔『
目
録
学
発
微
』
講
義
録
版
本
系
統
表
（
括
弧
内
は
版
心
）〕国

図
本
一
（
北
師
大
）

東
大
本
一
（
北
師
大
）

同
大
本
（
北
師
大
）

大
東
文
化
大
本＝

国
図
本
三

国
図
本
四

開
宗
明
義
本
系
・
線
装

国
図
本
二＝

工
農
本

開
宗
明
義
本
系
・
洋
装

関
大
本＝

北
京
大
本＝

国
図
本
五
（
北
京
大
）

東
大
本
二
（
北
京
大
）

国
図
本
六
（
民
国
大
学
）

245『目録学発微』の ( )16余嘉錫『古書通例』 と成立過程本版

置
注
意

⬅➡
表
の
位



調
査
し
た
十
三
本
は
、『
古
籍
校
読
法
』
同
様
に
諸
本
い
ず
れ
も
刊
記
の
な
い
、
活
版
本
で
あ
る
。
そ
し
て
や
は
り
『
古
籍
校
読
法
』

同
様
版
心
に
は
講
義
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
大
学
名
が
い
く
つ
か
見
え
て
い
る
。
特
に
多
い
の
が
「
国
立
北
平
師
範
大
学
」
と
「
北

京
大
学
」
の
名
で
あ
る
か
ら
、
始
め
に
こ
の
二
系
統
の
版
を
整
理
し
て
み
る
。

版
心
下
部
に
「
国
立
北
平
師
範
大
学
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
本
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
（
以
下
、
東
大
本
一
と
略
称
）
と

同
志
社
大
学
（
同
大
本
）、
中
国
国
家
図
書
館
（
国
図
本
一
）
に
各
一
本
あ
る
。
版
式
は
い
ず
れ
も
四
周
双
辺
無
界
、
四
〇
字
×
十
三
行

で
、
版
心
上
部
に
は
「
目
録
學
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
三
本
と
も
「
目
録
書
之
體
制
四
」
以
前
の
書
名
や
人
名
の
多
く
に
波
線
や
傍
線

が
引
か
れ
て
お
り
、
巻
末
に
「
目
録
要
籍
提
要
」
が
付
録
さ
れ
て
い
る
。
三
本
と
も
全
九
八
葉
あ
る
が
、
国
図
本
一
と
東
大
本
一
は
第

二
十
二
葉
の
版
心
を
「
又
二
一
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
国
図
本
一
と
東
大
本
一
も
書
名
や
人
名
の
波
線
や
傍
線
の
位
置
が
異
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
三
本
は
改
訂
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ
少
し
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
非
常
に
よ
く
似
て
は
い
る
が
別
版
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
三
本
は
刊
行
の
先
後
も
見
定
め
が
た
い
。
以
下
で
は
こ
の
三
本
を
北
師
大
本
系
統
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

版
心
下
部
に
「
北
京
大
学
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
本
は
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
（
以
下
、
東
大
本
二
）
と
関
西
大
学
（
関
大

本
）、
中
国
国
家
図
書
館
（
国
図
本
五
）、
北
京
大
学
（
北
京
大
本
）
に
あ
る
。
版
式
は
い
ず
れ
も
四
周
双
辺
無
界
、
四
〇
字
×
十
三
行

で
、
版
心
に
単
黒
魚
尾
が
あ
る
点
、
北
師
大
本
系
統
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
東
大
本
二
以
外
は
巻
末
に
「
目
録
要
籍
提
要
」
も
付
録

さ
れ
て
い
る
。
国
図
本
五
と
東
大
本
二
は
表
を
欠
く
が
、
表
の
叙
例
は
残
さ
れ
て
い
る
。
四
本
と
も
に
北
師
大
本
系
統
に
あ
っ
た
波
線

や
傍
線
は
な
い
。
こ
の
う
ち
関
大
本
と
国
図
本
五
、
北
京
大
本
の
三
本
は
本
文
に
差
異
は
見
当
た
ら
ず
同
一
版
本
で

５

あ
る
。
東
大
本
二

は
別
版
で
あ
る
。
両
版
本
の
差
は
、
関
大
本
・
国
図
本
五
・
北
京
大
本
は
版
心
上
部
に
「
目
録
學
」
と
題
す
る
の
に
対
し
、
東
大
本
二

は
「
目
録
學
發
微
」
と
す
る
こ
と
、
全
体
の
葉
数
が
関
大
本
・
国
図
本
五
・
北
京
大
本
は
九
四
葉
で
あ
る
が
、
東
大
本
二
は
九
七
葉
あ

る
点
な
ど
に
見
出
せ
る
。
本
文
や
内
容
で
は
関
大
本
・
国
図
本
五
・
北
京
大
本
は
引
用
資
料
な
ど
東
大
本
二
よ
り
い
さ
さ
か
少
な
く
、

次
に
挙
げ
る
国
図
本
六
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
四
本
を
以
下
、
北
京
大
本
系
統
と
呼
ぶ
。
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以
上
、
北
師
大
本
系
統
と
北
京
大
本
系
統
は
、
講
義
録
の
中
で
も
比
較
的
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
北
京
大
本
系
統
の
関
大
本
・

国
図
本
五
・
北
京
大
本
と
本
文
は
近
い
も
の
の
、
版
心
に
「
目
録
學
」「
民
國
大
學
講
義
」「
本
校
印
刷
部
印
」
と
印
さ
れ
て
い
る
線
装

本
が
、
中
国
国
家
図
書
館
（
国
図
本
六
・
図
三
）
に
あ
る
。
こ
の
本
は
、
第
三
四
葉
ま
で
は
印
刷
さ
れ
た
句
読
点
の
上
に
墨
筆
で
同
じ

句
読
点
が
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
が
、
三
五
葉
以
降
は
最
後
ま
で
句
読
点
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
無
点
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
符

号
の
鍵
括
弧
は
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
師
大
本
系
統
な
ど
と
異
な
り
、
注
を
小
字
双
行
に
せ
ず
に
単
行
を
丸
括
弧
で
括
っ
て
い
る
。

四
周
双
辺
無
界
、
三
五
字
×
十
三
行
、
九
六
葉
で
あ
り
、「
目
録
要
籍
提
要
」は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
国
図
本
六
は
、
北
師
大
本
系
統
や

北
京
大
本
系
統
と
異
な
り
版
式
が
簡
略
で
あ
る
。
そ
し
て
関
大
本
・
国
図
本
五
・
北
京
大
本
と
同
程
度
に
文
字
数
も
少

６

な
い
。『
目
録
学

発
微
』
の
版
本
の
中
で
は
よ
り
古
い
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

講
義
録
の
中
で
、
北
師
大
本
系
統
や
北
京
大
本
系
統
と
大
き
く
異
な
り
、
後
出
と
考
え
ら
れ
る
の
は
中
国
国
家
図
書
館（
国
図
本
二
）

と
工
農
本
（
図
四
）
で
あ
る
。
洋
装
本
で
無
枠
、
一
三
六
頁
あ
り
、
柱
に
は
頁

数
の
上
部
に
「
目
録
學
發
微
」
と
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
同
一
版
本
で
あ
る
。
他

本
と
の
大
き
な
違
い
は
三
点
あ
る
。
ま
ず
、
洋
装
本
で
あ
る
こ
と
。
次
に
、
第

一
篇
「
目
録
學
之
意
義
及
其
功
用
」
を
「
開
宗
明
義
篇
第
一
」（『
孝
経
』
第
一

章
の
名
。）
と
し
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
巻
末
付
録
の
「
古
今
書
目
分
部

異
同
表
」
の
序
に
あ
る
。
こ
こ
に
は
ま
ず
、「
古
今
書
目
分
部
異
同
表
」
の
ほ
か

に
「
分
類
沿
革
表
」
を
作
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
他
の
い
く

つ
か
の
版
本
に
も
見
え
る
。
他
本
と
異
な
る
の
は
、
そ
の
後
の
小
字
双
行
注
に

「
分
類
沿
革
表
未
成
容
俟
續
出
（「
分
類
沿
革
表
」
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
。

以
後
出
版
の
予
定
）」と
い
う
十
一
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

（
図
三
）『
目
録
学
発
微
』
国
図
本
六
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て
十
三
本
の
中
で
洋
装
本
は
こ
の
二
本
の
み
で
あ
る
か
ら
、
最
後
出
の
版
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
二
本
と
同
じ
特
色
を
も
つ
線
装
本
が
、
大
東
文
化
大
本
、
国
図
本
三
と
国
図
本
四
で
あ
る
。
こ
の
三
本
は
、
第
一
篇
を

「
開
宗
明
義
篇
第
一
」
と
し
、
巻
末
付
録
の
序
に
小
字
双
行
で
「
分
類
沿
革
表
未
成
容
俟
續
出
」
の
十
一
字
を
注
し
て
い
る
が
線
装
な
の

で
、
国
図
本
二
・
工
農
本
に
先
行
す
る
版
と
思
わ
れ
る
。
版
式
は
、
四
周
双
辺
無
界
、
単
黒
魚
尾
で
あ
り
、
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本

三
は
四
〇
字
×
十
三
行
、
九
二
葉
、
国
図
本
四
は
三
八
字
×
十
三
行
、
一
〇
三
葉
で
あ
る
。
大
東
文
化
大
本
と
国
図
本
三
の
版
心
は「
目

録
学
発
微
」
と
題
が
見
え
る
の
み
で
、
印
行
所
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
差
異
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
同
版
で
あ
ろ
う
。
国
図
本
四
は

版
心
の
上
部
に
「
中
國
大
學
講
義
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
「
目
録
学
発
微
」
と
あ
る
ほ
か
、
第
一
篇
「
開
宗
明
義
篇
第
一
」
の
「
明
」

字
を
「
期
」
字
に
誤
り
、
墨
筆
で
訂
正
し
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
れ
ら
第
一
篇
を
「
開
宗
明
義
篇
」
と
す
る
、
国
図
本
二
・
工
農
本
・

大
東
文
化
大
本
・
国
図
本
三
・
国
図
本
四
を
開
宗
明
義
本
系
統
と
呼
ぶ
。

以
上
の
よ
う
に
、
講
義
録
は
大
き
く
北
師
大
本
系
統
と
北
京
大
本
系
統
、

開
宗
明
義
本
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
本
文
や
内
容
を
比
べ
る
と
前
二
者
は
開

宗
明
義
本
系
統
よ
り
引
用
資
料
が
少
な
く
、
余
氏
の
文
も
後
の
周
氏
校
訂
本

と
異
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、『
目
録
学
発
微
』の
中
で
は
初
期
の
本
と
考

え
ら
れ
る
。
北
師
大
本
系
統
と
北
京
大
本
系
統
の
東
大
本
二
は
小
差
が
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
本
で
あ
ろ
う
。
国
図
本
六
と
関
大
本
・
国

図
本
五
・
北
京
大
本
は
引
用
資
料
が
更
に
少
な
い
の
で
、
よ
り
古
い
版
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
比
べ
開
宗
明
義
本
系
統
は
、
周
氏
校
訂
本
に
近
く
、
よ
り
新
し
い

版
と
考
え
ら
れ
る
。
開
宗
明
義
本
系
統
の
う
ち
、
大
東
文
化
大
本
・
国
図
本

（
図
四
）『
目
録
学
発
微
』
工
農
本
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三
と
国
図
本
四
は
、
以
上
の
北
京
大
本
系
統
と
北
師
大
本
系
統
の
後
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
洋
装
本
の
国
図
本
二
と
工
農
本

が
著
者
生
前
の
版
で
は
最
後
に
な
る
。

十
三
本
の
う
ち
同
一
だ
っ
た
の
は
、
関
大
本
と
国
図
本
五
・
北
京
大
本
の
三
本
と
、
大
東
文
化
大
本
と
国
図
本
三
、
国
図
本
二
と
工

農
本
で
あ
る
。
残
り
が
六
本
あ
る
か
ら
、
著
者
生
前
の
版
は
九
種
類
見
た
こ
と
に
な
る
。
余
嘉
錫
が
講
義
を
行
な
っ
て
い
た
の
は
二
十

年
程
度
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
改
訂
の
頻
度
は
比
較
的
多
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、『
目
録
学
発
微
』十
三
本
を
調
査
し
て
疑
問
を

感
じ
る
の
は
、
余
嘉
錫
の
本
務
校
で
あ
っ
た
輔
仁
大
学
の
刊
本
が
一
つ
と
し
て
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。『
古
籍
校
読
法
』の
講
義

録
は
八
本
の
う
ち
二
本
が
輔
仁
大
学
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
尚
更
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
目
録
学
発
微
』
の
中
で
も
後
期
の
版
で
あ

る
開
宗
明
義
本
系
統
の
数
の
多
さ
や
、
余
嘉
錫
が
本
務
と
し
て
い
た
時
期
と
重
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
開
宗
明
義
本
系
統
の
諸
本
が

輔
仁
大
学
で
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

五
、『
目
録
学
発
微
』
余
氏
没
後
公
刊
本

『
目
録
学
発
微
』
は
余
氏
没
後
七
年
を
経
た
一
九
六
三
年
、『
古
書
通
例
』
同
様
周
祖
謨
に
よ
っ
て
初
め
て
公
刊
さ
れ
る
。
周
氏
の
序

に
よ
れ
ば
、
著
者
晩
年
の
増
訂
本
を
校
正
し
、
標
点
を
加
え
た
も
の
で
あ
る（
二
四
六
頁
参
照
）。
中
華
書
局
本
は
開
宗
明
義
本
系
統
を

受
け
継
ぐ
も
の
で
、
特
に
洋
装
の
開
宗
明
義
本
の
版
式
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
両
本
と
も
一
行
に
つ
き
四
五
字
の
縦
書
き
で
、
開
宗
明

義
本
が
各
頁
十
六
行
の
と
こ
ろ
を
、
中
華
書
局
本
は
十
五
行
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
引
用
資
料
の
書
名
・
篇
名
を
亀
甲
括
弧
で
く
く
る

な
ど
、
基
本
的
な
版
式
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
華
書
局
本
は
書
名
や
人
名
に
傍
線
を
加
え
、
双
行
小
字
注
を
単
行
小

字
注
に
改
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
そ
の
違
い
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
中
華
書
局
本
は
開
宗
明
義
本
の
多
く
の

誤
植
を
訂
正
し
、
特
に
引
用
資
料
の
校
訂
は
枚
挙
す
る
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
開
宗
明
義
本
ま
で
引
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

資
料
が
、
中
華
書
局
本
で
は
多
数
増
補
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
余
嘉
錫
の
文
章
が
改
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
両
者
の
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字
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
中
華
書
局
本
は
約
六
千
字
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
惜
し
い
こ
と
に
、
何
箇
所
か
中
華
書
局
本
が
誤
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

中
華
書
局
本
の
発
行
部
数
は
わ
ず
か
二
千
七
百
部
に
と
ど
ま
り
、
ま
も
な
く
絶
版
と
な
っ
た
。
台
湾
や
香
港
で
は
こ
の
本
が
影
印
出

版
さ
れ
た
が
、
読
書
子
の
需
要
に
応
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
九
一
年
、
成
都
の
巴
蜀
書
社
よ
り
再
び
周
祖
謨
の
手
に

よ
っ
て
新
版
が
刊
行
さ
れ
る
。
周
氏
に
よ
れ
ば
巴
蜀
書
社
本
は
、
著
者
の
手
校
や
批
注
に
基
づ
き
中
華
書
局
本
の
脱
字
や
注
釈
の
不
備

を
訂
正
し
増
補
を
加
え
た
も
の
と
い
う（
二
四
五
頁
参
照
）。
こ
の
本
は
、
体
裁
を
大
き
く
変
更
し
た
の
が
特
色
で
あ
る
。
従
来
の
縦
書

き
を
横
書
き
に
改
め
、
全
十
篇
の
不
分
巻
で
あ
っ
た
の
が
、
巴
蜀
書
社
本
で
は「
目
録
書
体
制
一
〜
四
」を
巻
二
、「
目
録
学
源
流
考
上
・

中
・
下
」
を
巻
三
に
ま
と
め
、
は
じ
め
て
四
巻
本
と
し
た
の
で
あ
る
。
中
華
書
局
本
に
付
さ
れ
て
い
た
文
中
の
書
名
や
固
有
名
詞
の
傍

線
は
す
べ
て
廃
さ
れ
、
巻
頭
に
は
余
嘉
錫
の
肖
像
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
文
は
大
き
な
増
補
を
数
箇
所
に
施
し
、
中
華
書
局
本

の
誤
植
を
い
く
ら
か
訂
正
し
て
い
る
も
の
の
、
ま
た
新
た
な
誤
植
が
数
箇
所
に
生
じ
て
い
る
。
そ
し
て
活
字
の
配
列
が
不
揃
い
な
部
分

が
多
く
、
な
お
善
本
と
は
言
い
難
い
。
ち
な
み
に
巴
蜀
書
社
本
を
国
図
本
六
や
関
大
本
な
ど
と
比
較
し
て
み
る
と
、「
目
録
学
源
流
考
下
」

篇
な
ど
は
二
倍
に
近
い
量
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
巴
蜀
書
社
本
も
発
行
部
数
は
二
千
部
余
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

中
華
書
局
本
を
用
い
た
影
印
本
や
、
版
式
の
み
改
め
た
本
が
今
な
お
さ
ま
ざ
ま
な
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
。

六
、『
目
録
学
発
微
』
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て

『
古
籍
校
読
法
』
同
様
、『
目
録
学
発
微
』
に
も
旧
蔵
者
の
記
名
や
蔵
印
、
無
数
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
国
図
本
一
に
は
、

封
面
に
「
援

先
生
教
正
／
嘉
錫
謹
呈
／
目
録
學
發
微
」
と
墨
書
が
あ
る
。
余
嘉
錫
が
陳
垣
（
一
八
八
〇
｜
一
九
七
一
）
に
贈
呈
し
た

陳
垣
旧
蔵
本
な
の
で
あ
り
、
墨
筆
に
よ
る
誤
植
の
訂
正
と
赤
鉛
筆
に
よ
る
傍
線
や
丸
印
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
国
家
図
書
館
に
は
か
の

鄭
振
鐸
の
蔵
印
を
も
つ
旧
蔵
本
も
二
本
収
め
ら
れ
て
い
る
（
国
図
本
二
・
国
図
本
五
）。
そ
の
う
ち
国
図
本
五
の
封
面
に
は
「
此
未
完
全
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不
知
余
氏
當
日
曽
否
寫
成
、
以
無
別
本
、
始
購
存
之
。
甲
申
六
月
九
日
、
以
百
金
得
於
友
人
呉
氏
所
設
之
文
華
閣
。
友
荒
。」と
墨
書
さ

れ
て

７

い
る
。「
友
荒
」は
鄭
振
鐸
の
筆
名
で
あ
る
。
未
完
の
疑
い
を
も
ち
つ
つ
も
北
京
大
学
系
統
の
古
本
を
友
人
よ
り
購
入
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

ほ
か
に
長
沢
規
矩
也
旧
蔵
の
関
大
本
に
は
、
書
扉
に
鉛
筆
で
「
袁
守
和
」
と
記
名
さ
れ
て
い
る
。
袁
守
和
は
袁
同
礼
（
一
八
九
五
｜
一

九
六
五
）、
一
九
四
二
年
に
北
平
図
書
館
（
現
中
国
国
家
図
書
館
）
の
館
長
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
二
四
年
に
は
北
京
大
学
で
目
録
学
を

講
義
し
た
人
で
あ
る
。
同
大
本
は
書
扉
に
原
政
庭
（
一
九
〇
三
｜
九
二
、
後
の
陝
西
省
師
範
学
院
副
院
長
）
の
名
が
見
え
る
。
原
氏
は

一
九
二
九
年
か
ら
三
一
年
に
北
平
師
範
大
学
の
歴
史
系
に
在
籍
し
て
い
る
か
ら
、
あ
る
い
は
余
嘉
錫
の
講
義
を
受
け
た
学
生
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
東
大
本
一
に
は
「
東
方
文
化
学
院
圖
書
印
」
が
あ
り
、
東
洋
文
化
研
究
所
の
原
簿
に
よ
る
と
一
九
三
二
年
に
収
蔵
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
東
大
本
二
は
倉
石
武
四
郎
旧
蔵
書
で
あ
る
。

こ
う
し
た
所
蔵
者
の
記
録
や
無
名
氏
の
書
き
入
れ
を
見
て
い
る
と
、
百
年
前
こ
れ
ら
の
本
の
置
か
れ
た
情
景
が
目
に
見
え
る
よ
う
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
以
上
の
調
査
を
以
て
し
て
、
な
お
明
確
に
で
き
な
い
の
が
、
講
義
録
の
『
古
書
通
例
』『
目
録
学
発
微
』
各
本
の
刊
行

年
で
あ
る
。
余
嘉
錫
文
献
学
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
極
め
て
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
刊
記
を
も
つ
版
が
一
つ
と
し
て
な
い
の
で
、
各

本
の
正
確
な
刊
行
年
を
考
え
る
こ
と
は
誠
に
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、『
古
籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』
の
成
書
時
期
に
つ
い

て
、
想
定
の
可
能
な
時
期
を
検
討
し
て
み
た
い
。

七
、『
古
籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』
の
成
書
時
期
に
つ
い
て

『
古
籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』
は
い
ず
れ
も
北
京
の
大
学
で
の
講
義
用
に
印
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ま
ず
初
め
に
余
嘉
錫
が
い
つ

北
京
に
上
京
し
、
講
義
を
始
め
た
の
か
を
見
て
お
き
た
い
。
余
氏
は
上
京
後
ま
も
な
く
『
古
籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』
の
講
義
を
開

始
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
上
京
時
期
と『
古
籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』の
成
立
時
期
は
ほ
ぼ
重
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
が
上
京
及
び
成
書
の
時
期
に
は
諸
家
異
な
る
見
解
が
あ
り
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
初
め
周
祖
謨
は
中
華
書
局
本
『
目
録

学
発
微
』
序
文
に
一
九
三
二
年
上
京
、『
目
録
学
発
微
』
は
一
九
三
二
年
か
ら
四
八
年
の
間
の
講
義
録
と
述
べ
た
。
と
こ
ろ
が
巴
蜀
書
社

本
『
目
録
学
発
微
』
序
で
は
、
一
九
三
〇
年
上
京
、『
目
録
学
発
微
』
は
一
九
三
〇
年
か
ら
四
八
年
の
間
の
講
義
録
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
『
古
書
通
例
』
は
そ
の
序
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
講
義
録
と
し
て

８

い
る
。
こ
の
ほ
か
周
氏
が
一
九
三
〇
年
上
京
し
た
と
述
べ
る
巴

蜀
書
社
本
『
目
録
学
発
微
』
は
、
表
紙
裏
に
付
さ
れ
た
作
者
簡
介
で
一
九
二
九
年
よ
り
北
京
の
各
大
学
で
主
に
目
録
学
を
講
じ
た
と
い

う
。更

に
早
く
、
一
九
二
七
年
上
京
の
可
能
性
を
示
す
の
が
『
陳
垣
来
往
書
信
集
』
所
載
の
余
氏
書
簡
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
に
余
嘉
錫

が
陳
垣
に
送
っ
た
書
簡
に
、
余
嘉
錫
が
民
国
大
学
で
担
当
す
る
科
目
の
変
更
を
願
い
出
る
文
面
が
あ
る
。
陳
垣
の
紹
介
で
こ
の
頃
民
国

大
学
に
出
講
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

９

よ
う
。
ま
た
『
輔
仁
大
学

会
友
貝
勒
府
』
も
一
九
二
七
年
に
余
嘉
錫
が
輔
仁
大
学
国
文
系

教
授
に
な
っ
た
と

10

す
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
説
あ
る
中
、
現
在
最
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
の
は
周
氏
の
妻
で
あ
り
、
余
氏
の
息
女
の
余
淑
宜

が
周
祖
謨
と
連
名
で
発
表
し
た
「
余
嘉
錫
先
生
伝
略
」
の
説
で
あ
る
。「
余
嘉
錫
先
生
伝
略
」
は
『
余
嘉
錫
文
史
論
集
』（
一
九
九
七
年
、

岳
麓
書
社
）の
巻
末
に
付
さ
れ
、そ
こ
に
は
一
九
二
八
年
に
上
京
し
、北
京
大
学
ほ
か
の
大
学
で
目
録
学
の
講
師
を
し
た
と
記
し
て

11

い
る
。

そ
し
て
、
今
は
こ
の
一
九
二
八
年
説
を
採
る
論
者
が

12

多
い
。

い
ま
、
余
氏
の
上
京
時
期
と
『
古
籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
詮
索
す
る
の
は
、
こ
の
一
九
三
〇
年
前
後
は

中
国
目
録
学
史
上
、
重
要
な
書
物
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
一
部
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

一
九
二
九
年

鄭
鶴
声
・
鄭
鶴
春
『
中
国
文
献
学
概
要
』（
商
務
印
書
館
）

一
九
三
一
年

劉
紀
沢
『
目
録
学
概
論
』（
中
華
書
局
）

一
九
三
三
年

名
達
『
目
録
学
』（
商
務
印
書
館
）
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一
九
三
四
年

汪
辟
疆
『
目
録
学
研
究
』（
商
務
印
書
館
）

一
九
三
八
年

名
達
『
中
国
目
録
学
史
』（
商
務
印
書
館
）

こ
う
し
た
書
物
と
余
氏
『
古
籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』
の
関
係
は
当
然
問
題
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
年
表
の
ど
こ
に
『
古

籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』を
入
れ
る
べ
き
か
、
各
書
物
の
関
係
が
ど
の
よ
う
で
あ
る
の
か
、
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
論

で
検
討
し
た
結
果
、『
古
籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』
の
正
確
な
成
立
時
期
は
判
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
恐
ら
く
は
一
九
二
八
年
以
降
一

九
三
一
年
ま
で
に
、『
古
籍
校
読
法
』『
目
録
学
発
微
』
の
中
で
も
古
い
版
本
が
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
判
断
で
き
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
理
由
を
三
点
ほ
ど
以
下
に
挙
げ
よ
う
。

ま
ず
、『
古
籍
校
読
法
』の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
国
図
本
一
に
一
九
三
一
年
の
記
年
が
あ
っ
た
。
次
に
、
右
に
挙

げ
た
一
九
三
一
年
の
劉
紀
沢
『
目
録
学
概
論
』
に
は
三
度
「
参
用
武
陵
余
氏
説
（
武
陵
余
氏
の
説
を
取
り
入
れ
て
い
る
）」
と
い
う
文
が

見

13

え
る
。
武
陵
余
氏
は
余
嘉
錫
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
『
目
録
学
発
微
』
と
ほ
ぼ
同
じ
「
古
今
書
目
分
部
異
同
表
」
も
付
さ
れ
て
い

る
。
取
り
入
れ
て
い
る
内
容
を
見
る
と
、『
目
録
学
発
微
』の
講
義
録
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、
余
氏
書
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性

が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
劉
紀
沢
は
一
九
三
一
年
以
前
に
『
目
録
学
発
微
』
の
講
義
録
を
参
照
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ほ
か
に
『
目
録
学
発
微
』
東
大
本
一
・
同
大
本
・
関
大
本
・
国
図
本
一
・
国
図
本
五
・
北
京
大
本
に
付
さ
れ
て
い
る
「
目
録
要
籍
提

要
」
は
、『
国
立
北
平
図
書
館
館
刊
』（
四
巻
二
期
、
一
九
三
〇
年
、
国
立
北
平
図
書
館
）
と
い
う
雑
誌
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
「
目
録
要
籍
提
要
」
は
開
宗
名
義
本
以
後
省
か
れ
て
い
る
の
で
、「
目
録
要
籍
提
要
」
を
掲
載
す
る
版
本
は
一
九
三
〇
年
頃
の
版
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
今
回
の
調
査
の
中
で
発
見
し
た
一
つ
の
本
か
ら
も
成
立
時
期
が
推
定
で
き
る
。
そ
の
本
は
北
京
大
学
図
書
館
の
古
籍
善
本

閲
覧
室
が
蔵
す
る
馬
準
『
中
国
目
録
学
』
で
あ
る
。
こ
の
本
は
余
嘉
錫
『
目
録
学
発
微
』
の
内
容
を
ほ
と
ん
ど
引
き
写
し
て
い
な
が
ら
、
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巻
首
に
「
馬
太
玄
述
」（「
太
玄
」
は
馬
準
の
字
）
と
の
み
あ
っ
て
、
余
嘉
錫
の
名
は
な
い
。
非
常
に
多
く
の
問
題
が
あ
る
本
な
の
で
、

ま
ず
書
誌
事
項
を
次
に
掲
げ
た
い
。

【
北
京
大
・
馬
準
『
中
國
目
録
學
』】（
図
五
）

中
國
目
録
學
不
分
巻
、
付
図
、
馬
準
撰

一
九
三
二
年
（
序
）、
手
書
油
印
本
（
活
版
貼
付
）、
線
装
、
二
冊
、
二

四
×
九
セ
ン
チ
、
上
冊
八
三
葉
、
下
冊
一
四
五
葉
（
付
図
六
葉
）

心
形
陽
文
朱
印
「
沈

14

心
蕪
」。
墨
筆
書
入

こ
の
本
は
手
書
油
印
本
で
あ
る
が
、
巻
頭
の
二
八
葉
は
そ
の
中
央
部

分
を
切
り
抜
き
両
面
活
版
印
刷
さ
れ
た
頁
を
挟
み
込
ん
で
い
る
（
図
五

左
葉
参
照
）。こ
の
二
八
葉
分
の
油
印
原
稿
部
分
の
版
心
葉
数
を
見
る
と

順
序
は
不
揃
い
で
、
多
く
は
本
書
上
冊
第
六
十
葉
代
の
用
紙
を
用
い
て

い
る
。
た
だ
し
挟
み
込
ま
れ
た
活
版
印
刷
の
頁
数
は
、
第
一
篇
一
頁
か

ら
三
八
頁
と
第
二
篇
一
頁
か
ら
十
八
頁
と
整
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
活

版
印
刷
部
分
最
後
の
第
二
篇
十
八
頁
は
、
続
く
油
印
部
分
第
二
篇
十
九

葉
と
文
章
が
乱
れ
る
こ
と
な
く
つ
な
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
余
氏
『
目

録
学
発
微
』
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ま
ず
形
態
が
特

殊
で
あ
る
。
そ
し
て
北
京
大
学
の
こ
の
本
以
外
に
馬
準『
中
国
目
録
学
』

（
図
五
）
馬
準
『
中
国
目
録
学
』
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と
い
う
本
は
存
在
が
全
く
確
認
で
き
な
い
。
油
印
本
は
と
も
か
く
と
し
て
、
活
版
本
に
他
の
所
蔵
記
録
が
な
い
こ
と
か
ら
、
活
版
本
は

未
完
成
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
つ
ま
り
、
馬
準
『
中
国
目
録
学
』
は
元
来
油
印
本
上
下
冊
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
上
冊
第

一
篇
か
ら
第
二
篇
前
半
十
八
頁
の
み
活
版
印
刷
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
未
完
成
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
北
京
大
学
蔵
本

以
外
に
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
刊
記
も
な
く
版
心
な
ど
に
大
学
名
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
目
首
に
「
國
立
北
平
大
学
藏

書
」
の
朱
文
陽
刻
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
北
京
大
学
が
北
平
大
学
と
称
し
た
一
九
二
八
年
か
ら
四
九
年
に
収
蔵
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
印
行
や
製
本
に
北
平
大
学
が
関
わ
っ
て
い
る
確
率
が
高
い
。

全
体
は
五
篇
一
二
章
か
ら
成
り
、
次
に
示
す
よ
う
に
篇
名
を
見
て
も
、
余
嘉
錫
『
目
録
学
発
微
』
と
の
違
い
は
殆
ど
な
い
。

目
次

第
一
篇

総
論
：

第
一
章

目

学
之
定
義
及
其
業
用
、
第
二
章

目
録
釈
名
、

第
二
篇

分
論
一
（
体
制
）：

第
三
章

篇
目
、
第
四
章

叙
録
、
第
五
章

小
序
、
第
六
章

版
本
序
跋
〔
以
上
上
冊
〕

第
三
篇

分
論
二
（
源
流
）：

第
七
章

漢
至
三
国
、
第
八
章

晋
至
隋
、
第
九
章

唐
至
清

第
四
篇

分
論
三
（
沿
革
）：

第
一
〇
章

類
例
、
古
今
書
目
分
部
異

15

同
表

第
五
篇

目
録
要
籍
書
録
：
第
一
一
章

馬
国
翰
輯
本
、
第
一
二
章

洪
頤

輯
本
〔
以
上
下
冊
〕

内
容
を
よ
り
詳
し
く
見
る
と
、
時
折
余
氏
の
文
章
や
語
句
を
改
め
、
ま
れ
に
資
料
の
省
略
や
増
補
も
行
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
全
体

の
構
成
、
内
容
、
引
用
資
料
な
ど
悉
く
余
嘉
錫
『
目
録
学
発
微
』
に
依
拠
し
、
一
致
す
る
部
分
は
八
割
か
ら
九
割
ほ
ど
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
更
に
、
馬
氏
の
書
と
最
も
近
い
版
は
、
北
師
大
本
系
統
の
三
本
と
北
京
大
本
系
統
の
東
大
本
二
で
あ
る
と
明
言
で
き
る
程
、
一

致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
が
な
ぜ
馬
太
玄
の
名
で
活
版
印
刷
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
撰
者
馬
太
玄
の
名
は
巻
首
（
活
版
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印
刷
部
第
一
葉
、
図
五
左
葉
）
の
ほ
か
、
目
次
の
最
後
（
油
印
、
図
五
右
葉
）
の
序
に
「
太
玄
」
と
見
え
て
い
る
。

『
目
録
学
発
微
』
の
刊
年
は
推
定
で
あ
る
か
ら
、
馬
準
『
中
国
目
録
学
』
が
余
氏
書
に
先
行
す
る
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
そ
う
す

る
と
余
氏
が
馬
氏
書
を
参
照
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
馬
氏
書
は
巻
末
の
目
録
要
籍
書
録
で
余
嘉
錫
の
名
を
挙
げ
て
『
目
録
学
発
微
』
付

録
の
目
録
要
籍
提
要
の
説
を
二
回
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
余
氏
の
書
が
今
な
お
刊
行
さ
れ
続
け
て
い
る
の
に
対
し
、
馬
氏
書
が
こ
の

一
本
以
外
に
全
く
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
思
え
ば
、
や
は
り
余
氏
の
書
が
先
行
し
、
馬
氏
が
余
氏
書
に
依
拠
し
た
に
違
い
な
か
ろ
う
。

ほ
か
に
巻
頭
に
は
「
馬
太
玄
述
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
馬
準
の
講
義
を
学
生
が
書
き
取
っ
て
油
印
に
付
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く

も

16

な
い
。
そ
の
際
馬
氏
が
『
目
録
学
発
微
』
を
教
科
書
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
考
え
て
も
序
文
に
馬
氏
は
自
著
を
語
っ
て
「

に
劉
向
に
比
す
」
と
ま
で
書
き
、
あ
た
か
も
自
説
の
ご
と
く
強
く
主
張
を
唱
え
る
姿
勢
に
は
、
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

作
者
の
馬
準
と
い
う
人
物
は
、
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
浙
江
省

県
出
身
で
、
一
九
三
四
年
に
北
平
民
国
学
院
中
国
文
学
系
教
授

を
務
め
て
お
り
「
古
籍
校
読
法
」
を
講
じ
た
と
い
う
（
橋
川
時
雄
『
中
国
文
化
界
人
物
総
鑑
』、
一
九
四
〇
年
、
中
華
法
令
編
印
館
）。

『
中
国
目
録
学
』
の
中
に
何
度
か
「
私
が
国
立
中
山
大
学
に
い
た
時
…
」
と
い
う
句
が
見
え
る
の
で
、
以
前
は
広
州
に
い
た
ら
し
い
。
ま

た
、
章

麟
の
こ
と
を
「
章
師
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
師
事
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
馬
準
に
は
兄
が
お
り
、
そ
の
一
人
馬

裕
藻
は
折
し
も
一
九
二
〇
年
か
ら
三
四
年
ま
で
北
京
大
学
国
文
系
主
任
を
務
め
て
い
る
。
余
嘉
錫
が
北
京
大
学
に
出
講
し
た
年
度
は
、

『
北
京
大
学
中
文
系
百
年

17

図
史
』が
調
べ
て
お
り
、
一
九
三
〇
年
、
三
五
年
、
三
六
年
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
余
嘉
錫
が
北
京

大
学
に
出
講
し
て
い
た
の
は
、
馬
裕
藻
が
国
文
系
主
任
で
あ
っ
た
時
期
に
重
な
る
。
そ
し
て
北
京
大
学
図
書
館
に
は
余
嘉
錫
が
馬
裕
藻

に
贈
呈
し
た
と
い
う
識
語
を
も
つ
本
も

18

あ
る
。こ
の
よ
う
に
馬
準
が
馬
裕
藻
を
経
由
し
て『
目
録
学
発
微
』を
入
手
し
た
可
能
性
は

19

高
い
。

逆
に
余
嘉
錫
が
馬
準
『
中
国
目
録
学
』
を
目
に
す
る
機
会
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
余
嘉
錫
と
馬
準
の
間
に
面
識
が
あ
っ
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
と
も
か
く
『
目
録
学
発
微
』
の
北
師
大
本
系
統
の
諸
本
や
東
大
本
二
は
、
こ
の
馬
準
書
の
存
在
に
よ
っ
て
一
九
三
二

年
以
前
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
余
嘉
錫
『
古
籍
校
読
法
』
と
『
目
録
学
発
微
』
は
一
九
二
七
、
八
年
以
降
に
北
京
の
大
学

で
講
義
に
用
い
ら
れ
、
一
九
三
一
、
二
年
に
古
本
は
印
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三
〇
年
頃
の
中
国
文
献
学
界
の
様
相
は

錯
綜
し
て
い
る
ら
し
く
興
味
深
い
が
、
今
後
は
そ
の
中
に
『
古
籍
校
読
法
』
と
『
目
録
学
発
微
』
の
よ
り
明
確
な
位
置
を
定
め
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

注

１

『
四
庫
提
要
弁
証
』は
一
九
三
七
年
に
十
二
巻
を
家
刻
し
、
完
成
稿
二
四
巻
は
没
後
一
九
五
八
年
に
科
学
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
。『
宋
江
三

十
六
人
考
実
』
は
『
輔
仁
学
誌
』
に
発
表
し
た
論
文
を
集
め
、
修
補
を
加
え
て
一
九
五
五
年
に
作
家
出
版
社
よ
り
出
版
。
没
後
に
編
纂
出
版
さ
れ

た
本
に
は
、
小
論
で
扱
う
『
古
書
通
例
』『
目
録
学
発
微
』
の
ほ
か
に
、『
余
嘉
錫
論
学
雑
著
』（
一
九
六
三
年
、
中
華
書
局
）、『
世
説
新
語
箋
疏
』

（
一
九
八
三
年
、
中
華
書
局
）
な
ど
が
あ
る
。

２

こ
れ
ら
四
本
を
国
図
本
一
〜
四
と
略
称
す
る
が
、
数
字
は
便
宜
的
に
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
順
序
な
ど
に
意
味
は
な
い
。
後
の『
目
録
学
発
微
』

に
お
け
る
東
大
本
一
・
二
、
国
図
本
一
〜
六
も
同
様
で
あ
る
。

３

11
葉
裏
に
は29/10

・3/11

・5/11

と
三
回
分
の
日
付
が
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
巻
一

案
著
録
・『
宋
史
』
芸
文
志
の
部
分
で
あ
る
。

４

家
蔵
本
に
は
「
北
京
大
学
附
設
工
農
速
成
中
學
圖
書
室
」
の
印
が
あ
る
の
で
、
工
農
本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
工
農
速
成
中
学
は
一
九
五
〇
年

代
に
あ
っ
た
中
学
の
名
で
あ
る
。

５

ま
た
こ
の
三
本
は
、
版
心
の
葉
数
「
一
五
」「
一
六
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
一
八
」「
一
九
」
に
誤
っ
て
い
る
点
も
一
致
す
る
。

６

毎
半
葉
の
字
数
行
数
を
葉
数
に
乗
じ
て
計
算
し
て
み
る
と
、
北
師
大
本
系
統
の
文
字
数
は
約
五
〇
九
六
〇
字
で
あ
る
が
、
国
図
本
六
は
四
三
六

八
〇
字
で
あ
り
、
約
七
〇
〇
〇
字
少
な
い
。

７

意
味
は「
こ
の
本
は
、
余
氏
の
完
成
稿
な
の
か
ど
う
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
他
の
本
が
な
い
の
で
蔵
書
と
し
て
買
っ
て
み
る
。
一
九
四
四
年

六
月
九
日
。
百
金
で
友
人
の
呉
氏
が
建
て
た
文
華
閣
に
て
購
入
。
友
荒
。」
た
だ
し
日
付
は
旧
暦
な
ら
七
月
二
八
日
と
な
る
。

８

中
華
書
局
本
『
目
録
学
発
微
』
周
序
（
一
九
六
二
年
）「
著
者
於
一
九
三
二
年
至
一
九
四
八
年
間
在
北
京
各
大
学
講
授
目
録
学
時
、
即
以
此
印
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為
講
義
。」
巴
蜀
書
社
本
『
目
録
学
発
微
』
周
序
（
一
九
八
九
年
）「
作
者
於
一
九
三
〇
年
至
一
九
四
八
年
間
在
北
京
各
大
学
講
授
目
録
学
時
、
即

以
此
印
為
講
義
教
授
諸
生
。」
中
華
書
局
本
『
古
書
通
例
』
周
序
（
一
九
八
三
年
）「
本
書
則
為
作
者
三
十
年
代
在
北
京
各
大
学
講
授
校
読
古
籍
時

所
写
的
講
義
。」

９

『
陳
垣
来
往
書
信
集
』
は
陳
垣
著
、
陳
智
超
編
注
、
一
九
九
〇
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
刊
。
余
嘉
錫
が
十
一
月
二
十
日
に
送
っ
た
書
簡
に
「
嘉

錫
在
民
大
所
任
科
目
為
経
学
通
論
・
史
学
通
論
・
中
国
文
学
史
三
種
。
此
数
者
之
中
、
惟
経
学
所
渉
稍
浅
、
余
則
自
問
尚
堪
講
授
。
他
若
目
録
・

詩
文
・
小
説
之
類
、
亦
平
日
所
嘗
用
心
者
也
。
承
諭
国
学
尚
缺
教
師
、
如
蒙
推

、
遂
獲
承
乏
、
是
亦
昌
黎
之
挙
侯
喜
、
東
坡
之
荐
楽
圃
也
」
と

あ
る
。

10

『
輔
仁
大
学

会
友
貝
勒
府
』
は
孫
邦
華
著
、
二
〇
〇
四
年
、
河
北
教
育
出
版
社
刊
。
そ
の
「
初
歩
発
展

九
、
著
名
学
者
」
に
見
え
る
。

11

「
余
嘉
錫
先
生
伝
略
」
に
「
一
九
二
八
年
携
子
余
遜
到
北
平
…
在
北
京
大
学
及
其
他
大
学
為
講
師
、
主
講
目
録
学
」
と
あ
る
。

12

た
と
え
ば
『
中
国
現
代
学
術
経
典

余
嘉
錫
・
楊
樹
達
巻
」（
一
九
九
六
年
、
河
北
教
育
出
版
社
）
付
録
の
「
余
嘉
錫
年
表
」、『
余
嘉
錫
著
作

集

古
書
通
例
・
目
録
学
発
微
』
の
出
版
説
明
（
二
〇
〇
七
年
、
中
華
書
局
）
な
ど
が
あ
る
。

13

「
参
用
武
陵
余
氏
説
」と
い
う
文
は
、『
目
録
学
概
論
』第
一
章
目
録
学
之
起
源
、
第
三
章
目
録
学
之
体
例
、
第
四
章
目
録
学
之
派
別
に
見
え
る
。

14

沈
心
蕪
は
、『
在
旅
途
中
』（
一
九
三
一
年
、
春
草
社
）
や
『
古
文
解
』（
一
九
三
七
年
、
燕
京
大
学
国
文
学
会
出
版
）
を
出
版
し
、『
文
学
年
報
』

（
一
九
三
二
｜
四
一
、
燕
京
大
学
国
文
学
会
）
の
編
輯
を
務
め
て
い
た
人
物
。

15

目
次
に
は
「
古
今
書
目
分
部
異
同
表
」
の
後
、
更
に
「
古
今
書
目
分
類
沿
革
表

暫
欠
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

16

た
と
え
ば
『
古
籍
校
読
法
』
国
図
本
二
は
撰
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
講
義
を
行
っ
た
の
は
余
嘉
錫
で
な
く
と
も
よ
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

17

『
北
京
大
学
中
文
系
百
年
図
史
』
は
温
儒
敏
主
編
、
二
〇
一
〇
年
、
北
京
大
学
出
版
社
刊
。
巻
末
の
「
北
京
大
学
中
文
系
一
〇
〇
年
紀
事

一

九
一
〇
｜
二
〇
一
〇
」
に
見
え
る
。
本
書
の
第
九
二
節
に
は
北
京
大
学
中
文
系
歴
代
の
主
任
の
名
と
在
任
期
間
が
示
さ
れ
て
い
る
。

18

河
野
貴
美
子
氏
の
教
示
に
よ
る
。
識
語
に
は
「
壬
申
正
月
」
に
購
入
し
た
本
を
贈
呈
し
た
と
あ
る
か
ら
、
贈
っ
た
の
は
一
九
三
二
年
以
降
の
こ

と
で
あ
る
。
ほ
か
に
馬
裕
藻
に
は
『
古
籍
校
讀
法
』
不
分
巻
、
付
「
古
籍
校
讀
法
附
録
」
と
い
う
著
（『
文
字
學
大
意
（
音
篇
）』
不
分
巻
と
合
冊
）

が
あ
り
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
本
は
第
一
章
緒
論
を
も
つ
の
み
で
余
氏
『
古
籍
校
讀
法
』
と
内
容
は
異
な
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る
。

19

余
嘉
錫
と
親
交
の
深
か
っ
た
啓
功
の
『
啓
功
口
述
歴
史
』（
二
〇
〇
四
年
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
刊
。
啓
功
口
述
、
趙
仁
珪
・
章
景
懐
整
理
）

に
は
、
余
氏
が
「『
目
録
学
発
微
』
更
被
別
人
「
屡
抄
不
一
抄
」（
這
是
他
自
己
的
話
、
意
思
是
抄
来
抄
去
）」
と
語
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
（
古
勝
氏
の
教
示
）。

※

小
論
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
共
同
研
究
「
中
国
近
代
文
献
学
｜
余
嘉
錫
の
総
合
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
り
、

七
章
に
は
古
勝
隆
一
（
代
表
）、
内
山
直
樹
、
河
野
貴
美
子
、
白
須
裕
之
ら
共
同
研
究
者
の
教
示
の
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お

く
。
ま
た
、
そ
の
成
果
はh

ttp: //yu
jiax
i.w
o
rd
press.co

m
/

に
公
開
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
最
後
に
、
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た

関
係
機
関
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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